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8-１　　　ＷＴＣにおける避難の実態と問題点 ………………………………………………………………………289

田中敦子(産業技術総合研究所)

8-2　　 災害弱者の避難安全における課題と対策…………………………………………………………………293

佐野友紀(早稲田大学)

8-3　　 超高層事務所ビルにおけるエレベータ避難の有効性に関する考察 ……………………………………297



○中濱慎司(大成建設)、海老原学、関沢愛、池畠由華、野竹宏彰

8-4　　　地震時の防火設備信頼性と火災リスク ……………………………………………………………………301

0 海老原学(東京理科大学)、関沢愛、野竹宏彰

オーガナイズドセッション９

化学安全教育の方向性( 第２室 ２階大会議室)

9:40～1 1 :40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーガナイザ･座長:刈間理介(東京大学)

9-1　　　/｣ヽ・中・高等学校の理科実験における安全教育と教員研修………………………………………………305

0 橘淳治(大阪府教育センター)、江坂高志、小山修平、三田村緒佐武

9-2　　 大学における環境安全教育( 化学系での取り組み) ……………………………………………………309

金子宏(東京工業大学)

9-3　　 米国の大学における安全衛生管理と化学安全教育………………………………………………………311

刈間理介(東京大学)

9-4　　　ｲﾋ学工場ＯＢの一人として、学校での化学安全教育に望むこと …………………………………………315

浅井昌明(新日石総研)

オーガナイズドセッション10

リスク情報活用の現状と展望( 第３室 ６階A(1)会議室)

9:40～12:10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーガナイザ･座長:三島嘉一郎(京都大学)

10-1　　原子力におけるリスク情報活用の経緯と諸外国における状況 ……………………………………………319

平野光将(原子力安全基盤機構)

10-2　　原子力安全規制への｢リス列青報｣活用の取組みについて ………………………………………………323

中村幸一郎(原子力安全・保安院)

10-3　　リスク情報活用の当面の実施計画と今後の展望 …………………………………………………………325

福田護(原子力安全基盤機構)

10-4　　原子力発電所におけるリス列青報活用について ～その1～ ……………………………………………329

田南達也(東京電力)

10-5　　原子力発電所におけるリスク情報活用について ～その2～ ……………………………………………331

成宮祥介(関西電力)

オーガナイズドセッション11

企業における安全文化の構築について( 第４室 ６階Ａ(2)会議室)

9:40～1 1 :40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーガナイザ･座長:高野研一(慶應義塾大学)

11-1　　 産業保安規制における安全文化醸成への取組み　………………………………………………………333

覚道崇文(原子力安全・保安院)

11-2　　ｲ匕学産業における安全文化醸成への取組み　……………………………………………………………335

若倉正英(神奈川県産業技術センター)

11-3　　海運分野の安全文化醸成への取組み ……………………………………………………………………337

村山義夫(海技振興センター)

11-4　　航空分野の安全文化醸成への取組み(パイロットの安全文化) …………………………………………341

山 田 牧 子( Ａ Ｎ Ａ)

11-5　　
安 全 文 化 は な ぜ 必 要 か

、 ど の よ う に 創 り 上 げ る か ●●●●●･●..●●欅.●.●●●●●●●●●●●●●.●.●●.儷･●儷●丁●●●●●●..●●●●.●●●･●●●慟.●●●●　343

高 野 研 一( 慶 應 義 塾 大 学)

一 般 セ ッ シ ョ ン7

燃 焼 、 火 災 、 爆 発 に 関 す る 安 全 性( シ ミ ュ レ ー シ ョ ン)( 第 ５ 室 ６ 階 Ｃ(1) 会 議 室)

9:00 ～11:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座 長: 桑 名 一 徳( 東 京 大 学)

7-1　　　 関 東 大 震 災 で 発 生 し た 旋 風 に つ い て の 仮 説 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …345

0 篠 原 雅 彦( 消 防 研 究 セ ン タ ー) 、 関 沢 愛

7-2　　　 都 市 建 築 安 全 ・環 境 シ ミ ュ レ ー タEVE SAYFA の 開 発 と 応 用 … … … … … … … … … … … … … … … … …349

0 黄 弘( 東 京 大 学 生 産 技 術 研 究 所) 、 加 藤 信 介
、
奈 良 昌 則

、
杉 中 隆 史

、
長 峰 康 雄

7-3　　 道 路 ト ン ネ ル 火 災 時 の 熱 対 流 に よ る 排 煙 効 果 の 検 討 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …351

0 佐 々 木 孝( ア ー ク 情 報 シ ス テ ム) 、 横 田 昌 弘 、Amita Ｔ ＲＩＰＡ Ｔ Ｈ １、 高 橋 真 耶

7-4　　ｲ 匕学 プ ラ ン ト の 災 害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 関 す る 研 究( 第1 報 タ ン ク 火 災 ・延 焼 ・消 火 を 考 慮 し た 場 合) …353

0 倉 敷 哲 生( 大 阪 大 学)
、
文 田 成 俊

、
座 古 勝

7-5　　　ｲ 匕学 プ ラ ン ト の 災 害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 関 す る 研 究( 第 ２ 報 風 向 ・風 速 変 動 下 で の 気 体 拡 散 を 考 慮 し

た 場 合) … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …357

0 文 田 成 俊( 大 阪 大 学)
、
倉 敷 哲 生

、
座 古 勝

7-6　　 爆 発 影 響 度 評 価 に 関 す る 研 究 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …361

0 河 村 智 史(: 呶 京 大 学)
、
土 橋 律

7-7　　　 毒 劇 物 事 故 の 要 因 分 析 に よ る 安 全 管 理 の 創 生 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …365

0 長 谷 川 和 俊( 千 葉 科 学 大 学) 、 大 野 晋
、
関 谷 正 明

、
飯 塚 義 明

一 般 セ ッ シ ョ ン ８

シ ス テ ム の 安 全 性( 第 ６ 室 ６ 階C(2,3) 会 議 室)

9:00 ～10:40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座 長: 天 野 久 徳( 消 防 研 究 セ ン タ ー)

8- １　　　FMEA に よ る エ レ ベ ー タ の 安 全 性 評 価 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …369

0 松 岡 猛( 宇 都 宮 大 学)
、
松 内 大 祐

8-2　　　 複 数 故 障 モ ー ド を 考 慮 し た フ ェ ー ズ ド ミ ッ シ ョ ン 分 析 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …373

0 松 本 智 史( 京 都 大 学)
、
幸 田 武 久

、
中 川 昌 樹

8-3　　　 日 常 生 活 関 連 リ ス ク ア セ ス メ ン ト … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …377

本 田 尚 士( 創 造 工 学 研 究 所)
、

8-4　　 老 朽 化 配 管 施 設 の 非 破 壊 モ ニ タ リ ン グ に よ る 危 険 度 評 価 … … … … … … … … … … … … … … … … … … …381

十　　　　　　 〇 鈴 木 哲 也( 日 本 大 学) 、 青 木 正 雄 、 中 村 良 太

卜8-5　　　 物 理 量 次 元 イ ン デ ク シ ン グ を 用 い た 故 障 木 解 析 の コ ン ピ ュ ー タ 支 援 … … … … … … … … … … … … … …385

0 村 上 存( 東 京 大 学)
、
末 久 泰 士

一 般 セ ッ シ ョ ン9

安 全 の 制 御 技
術( 監 視 技 術)( 第 ６ 室 ６ 階C(2,3) 会 議 室)

10:40 ～1 1 :40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座 長: 天 野 久 徳( 消 防 研 究 セ ン タ ー)



9-1　　　 海 上 映 像 と 水 中 音 響 解 析 に よ る 港 湾 監 視 技 術 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …389

0 桐 谷 伸 夫( 海 上 技 術 安 全 研 究 所) 、今 里 元 信 、山 根 健 次 、松 下 邦 幸

9-2　　　 ロ ボ ット制 御 用 ジ ェ ス チ ヤ の 誤 認 識 リス ク とそ の 減 少 策 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …393

呂 健( 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所)

9-3　　｢ 機 能 の 点 検 ・維 持 ・確 認｣ 一 事 故 や 不 祥 事 を 防 ぐ た め に ー 疊●●●.●.●.●●●●●●●●●●●●●●●●●●●疊●●●●●●●●疊●●●.●●●●●●●●●　395

西 川 康 二( 安 全 工 学 会)

オ ー ガ ナ イ ズ ド セ ッ シ ョ ン12

社 会 基 盤 施 設 の リ ス ク 管 理 一 建 設 か ら 維 持 管 理 ま で ー( 第 ２ 室 ２ 階 大 会 議 室)

14:20
～16:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オ ー ガ ナ イ ザ ー座 長: 中 山 隆 弘( 広 島 工 業 大 学)

12-1　　 建 設 作 業 員 の 目 線 に 立 っ た 安 全 教 育( 現 場 で の 取 組 事 例 の 紹 介) … … … … … … … … … … … … … … …397

0 保 田 祐 司( 鹿 島 建 設) 、 田 淵 哲 也 、板 橋 真 也

12 -2　　 大 学 生 に 対 す る 現 場 で の 安 全 教 育 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 … … … … … … … … … … … … … … … … … …401

0 大 幢 勝 利( 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所) 、高 野 忠 邦 、中 村 一 平 、大 宮 正 弘

12 -3　　 現 場 に お け る 安 全 教 育 の 実 態 に 関 す る 経 験 年 数 別 分 析 結 果 … … … … … … … … … … … … … … … … …403

0 河 野 周 作( 関 西 大 学) 、広 兼 道 幸 、大 幢 勝 利 、花 安 繁 郎

12 -4　　 安 全 管 理 シ ス テ ム の 変 遷 に 関 す る 調 査 研 究 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …407

0 北 條 哲 男( も の つ くり大 学) 、大 幢 勝 利 、前 川 行 正

12 -5　　 広 島 県 送 水 施 設 事 故 の 概 要 と今 後 の 対 応 に つ い て … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …411

河 合 研 至( 広 島 大 学)

12 -6　　 電 力 土 木 施 設 の 地 球 温 暖 化 へ の 適 応 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …415

白 砂 孝 夫( 元 電 力 中 央 研 究 所)

オ ー ガ ナ イ ズ ド セ ッ シ ョ ン13

原 子 力 発 電 所 の 確 率 論 的 安 全 評 価( 第 ３ 室 ６ 階 Ａ(1) 会 議 室)

14:20 ～16:50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 オ ー ガ ナ イ ザ ー座 長: 山 口 彰( 大 阪 大 学)

13-1　　 日 本 原 子 力 学 会 に お け る Ｐ ＳＡ 関 連 標 準 の 整 備 状 況 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …419

平 野 光 将( 原 子 力 安 全 基 盤 機 構)

13 -2　　 原 子 力 発 電 所 の 出 力 状 態 を 対 象 とし た レ ベ ル1PSA 実 施 基 準　 … … … … … … … … … … … … … … … …423

0 村 松 健 印 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構) 、福 田 護 、 田 南 達 也

13 -3　　 原 子 力 発 電 所 の 出 力 状 態 を 対 象 とし た レ ベ ル2PSA 実 施 基 準　 … … … … … … … … … … … … … … … …425

0 梶 本 光 廣( 原 子 力 安 全 基 盤 機 構) 、住 田 侑 、 山 越 義 規

13 -4　　 原 子 力 発 電 所 の レ ベ ル3PSA 実 施 基 準 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …427

0 本 間 俊 充( 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構) 、梶 本 光 廣 、 内 藤 真

13 -5　　 原 子 力 発 電 所 の 地 震 時 を 対 象 とし た ＰＳＡ 実 施 基 準 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …429

0 蛯 沢 勝 三( 原 子 力 安 全 基 盤 機 構) 、平 野 光 将 、中 村 隆 夫

オ ー ガ ナ イ ズ ド セ ッ シ ョン14

医 療 の 安 全 と 健 康( そ の ２)( 第 ４ 室 ６ 階 Ａ(2) 会 議 室)

14:20 ～17:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 オ ー ガ ナ イ ザ･ 座 長: 鈴 木 喜 久( 東 京 工 芸 大 学)

座長:鈴木雅久(電気通信大学)

14-1　　統合医科学につて …………………………………………………………………………………………433

鈴木喜久(東京工芸大学)

4-2　　留学生の健康管理と危機管理　……………………………………………………………………………437

鈴木雅久(電気通信大学)

14 -3　　医薬品使用の安全性に関するアンケートの解析　 テキストマイニング手法の適用　……………………439

0 木村昌臣(芝浦工業大学)、古川裕之、塚本均、田崎久夫、空閨正浩、大倉典子、土屋文人

14 -4　　仏教からみた自殺について…………………………………………………………………………………443

小笠原弘道(成就院)

14 -5　　災害時における病棟の人命安全計画　 －(その1)病棟の防災管理体制の実態－……………………445

0 土屋伸一(早稲田大学)、平吹亘、神忠久、長谷見雄二

14 -6　　病棟の災害時の人命安全計画に関する実態調査　その2:人工呼吸器等医療機器が避難に及ぼ

す影響 ………………………………………………………………………………………………………449

0 平吹亘(早稲田大学)、土屋伸一、神忠久、長谷見雄二

14 -7　　情報システムの病院新築移転事例報告……………………………………………………………………453

0 永浜雄一(練馬総合病院)、○柳川達生(練馬総合病院)、飯田修平

14 -8　　日本人の食と健康 －構成要素論の立場からー …………………………………………………………455

豊川裕之(前東京栄養食糧専門学校)

一般セッション10

燃焼、火災、爆発に関する安全性(ガスおよび粉塵の発火爆発)(第５室 ６階Ｃ(1)会議室)

14:10～16:10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長:和田有司(産業技術総合研究所)

10-1　　イソブタンと各種希釈ガスとの混合系の爆発限界…………………………………………………………457

0 近藤重雄(産業技術総合研究所)、滝澤賢二、高橋明文、徳橋和明、関屋章

10-2　　爆轟波の干渉による圧力上昇について……………………………………………………………………459

0 永井厚司(埼玉大学)、横川真人、吉橋照夫、小原哲郎、大八木重治

10-3　　水素ガス噴出時の帯電を支配する主要因の一考察………………………………………………………463

0 今村友彦(産業技術総合研究所)、茂木俊夫、堀口貞茲、小野亮

10-4　　水噴霧による水素火炎抑制効果の検討　…………………………………………………………………465

0 濱田祥大(横浜国立大学)、今村友彦、堀口貞茲、三宅淳巳、小川輝繁

10-5　　実規模の空気輸送ダクト内での粉じん爆発を模擬する実験装置…………………………………………467

0 八島正明(労働安全衛生総合研究所)、永田憲司、菅英治

10-6　　有機金属蒸気の分解伝播危険性 …………………………………………………………………………471

0 宮田栄三郎(住友化学)、森繁樹、田中則章

一般セッション11

燃焼、火災、爆発に関する安全性(発火・爆発分解)(第５室 ６階Ｃ(1)会議室)

16:10～18:10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長:熊崎美枝子(労働安全衛生総合研究所)

11-1　　密閉型圧力容器試験による過酸化水素の暴走反応威力　………………………………………………473

0 江藤功(産業技術総合研究所)、秋吉美也子、岡田賢、藤原英夫、松永猛裕、宮田栄三郎、



田 中 則 章

11-2　　 Ｆ Ｔ-IR を 用 い た 熱 分 解 挙 動 の 把 握 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …475

0 岩 田 雄 策( 消 防 研 究 セ ン タ ー)
、
林 佑 燮

、
古 積 博

11-3　　　Thermal behaviors of wood chips and wood pellets at low temperature ●●●●●●.●●●●●●4●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●.●●　477
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0 χin-Rui 凵( 消 防 研 究 セ ン タ ー) 、Yusaku Iwata 、Hiroshi Koseki 、Katsumi Katoh 、

Yuji Wata 、Yuji Ogata
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0 加 藤 勝 美( 産 業 技 術 総 合 研 究 所)
、
緒 方 雄 二

、
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11-6　　ｲﾋ 学 工 場 跡 地 土 壌 汚 染 に 伴 う 大 気 汚 染 と そ の 被 害 の 調 査 … … … … … … … … … … … … … … … … … …485

0 後 藤 隆 雄( 元 神 戸 大 学)
、
黒 田 和 美

－ 般 セ ッ シ ョ ン12

都 市 計 画 と 安 全( 第 ５ 室 ６ 階C(2,3) 会 議 室)

14:10 ～16:10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座 長: 加 藤 孝 明( 東 京 大 学)

12-1　　 江 戸 城 の 火 災 被 害 に 関 す る 研 究 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …489

0 西 田 幸 夫( 東 京 理 科 大 学)
、
伊 藤 渉

、
辻 本 誠

12-2　　 東 京23 区 に お け る 死 者 火 災1965 年 ～1981 年 の 実 態 … … … … … … … … … … … … … … … … … … …493

0 中 村 眞 紀 子( 東 京 理 科 大 学)
、
太 田 ま ど か

、
辻 本 誠

、
西 田 幸 夫

12-3　　 防 火 地 域 指 定 に よ る 建 築 物 へ の 影 響 ・ 効 果 に 関 す る 研 究 … … … … … … … … … … … … … … … … … …497

0 御 澤 孝( 東 京 理 科 大 学)
、
辻 本 誠

、
西 田 幸 夫

12-4　　 耐 震 改 修 を 促 進 す る 制 度 と し て のSRT(Sprit-rate Ｔ ａｘ) の 可 能 性 に つ い て … … … … … … … … … … …501

新 井 伸 夫( 日 本 気 象 協 会)

12-5　　 高 等 学 校 に お け る 地 震 ・津 波 災 害 の 防 災 教 育 及 び 防 災 対 策 の 実 態 － 南 海 地 震 に よ る 津 波 被 災 地

域 で の 調 査 研 究 － … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …503
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0 伊 村 則 子( 武 蔵 野 大 学)
、
石 川 孝 重
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交 通 に 関 す る 安 全 性 と 信 頼 性( 第 ６ 室 ６ 階C(2,3) 会 議 室)

16:10 ～18:10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座 長: 中 村 隆 宏( 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所)

13-1　　 大 学 周 辺 地 区 に お け る 自 転 車 利 用 者 の 意 識 と 交 通 事 故 を 誘 発 す る 空 間 要 因 一 歩 行 空 間 の 安 全 ユ

ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に 関 す る 研 究 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …511

田 中 直 人( 摂 南 大 学)

13-2　　 周 辺 状 況 に 応 じ た 運 転 行 動 の 評 価 に 関 す る 研 究 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …515
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、
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13-3　　 道 路 交 通 安 全 世 界 一 を 目 指 し て( そ の 一) 一 深 長 法 に よ る 交 通 安 全 力 の 数 量 化 － … … … … … … … …519
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…52
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13-5　　 有 人 宇 宙 開 発 にお けるソフトウェア 安 全・保 証 管 理 手 法 … … … … … … … … … … … … … … … … … … …52'

○ 上 杉 正 人( 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構) 、長 谷 川 義 幸 、酒 井 純 一

13-6　　 日 航 機 御 巣 鷹 山 墜 落 事 故 原 因 説 に 関 する 検 証 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … …531

藤 原 源 吉( 元 日本 航 空)

安全工学シンポジウム講演予稿集のパックナンバーにつきましては(特非)安全工学会にて頒布いたしておりますので、在庫の有無をご確認の上､ 送付先

(郵便番号､ 住所､ 勤務先、氏名､TEL 、ＦＡＸ、E-mail)をご記入の上､ 下記までＦＡＸまたはE-mail でお申し込み下さい。

申し込み受付後5,000 円 十送料の請求書を同封の上ご送付申し上げます。

問合せ先

〒231-0015 横浜市中区尾上町4-47 リスト関内ビル3 階

安全工学会事務局　TEL: 045-641-3213　FAX: 045-681-2613　E-mail: fvgn7330@mb.infoweb.nejp
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